
3 治線の観光地 犬吠灯台，水店長館(犬吠駅).大若海水浴

場(外川駅) 。

4 運輸概況

示子ご~ご 昭和 28 29 30 

旅客輸送人員(千人) 1,642 1,702 1.740 

人 キ ロ(千) 6,513 6,651 6,674 
貨物愉送ト Y数(千 t) 67 63 53 

ト Y キロ(千) 46 41 32 

旅客収入(千円) 14,676 15,530 15,089 
貨物収入(仰) 5,299 5,150 4,444 
述紛雑収 (n) 66 84 78 

収入合計 (n) 20,637 20,764 19,611 

営 業 政 (n) 17,809 20,532 19，8∞ 

営業利主主 ( n) 2,828 232 '" 189 
営業係数(%) 84 99 101 

(石川賞)

ち ょう せいち 調整池 (英)regulating rese rvoir 水路の途

中(取水えん提による湛水(たんすい)池を利用する場合もある)

に設けるー磁の小規模な貯水池で，短期間の河川流量の調節ま

たは負荷の変動に対する水の経済的利用を目的とするものa と

くに後者の目的のものが一般で 1 日の うち電力需姿の少ない

ときは余剰水量を池に貯えて，平均以上の需要が起るときにこ

れを干ilì給使朋せんとするものである。したがって調整池の容量

およびその調整作用は，負荷曲線の性能によって定まるもので

あるから， 設計の当初に一定の代表負荷曲線を想定して研究す

ると良L 、が， 代表負荷曲線を単位直線型に換算し使用すれば便

利である。調整?也を磁能から分類すれば次のようである。

1 短期間における河川流量の変動を消去して一定流量化し

ようとするもの(逆調獲池はこの変態なものである)。河川の不

定流量Qを期間悦日間の平均流量 Qm に定流化しようとするに，

抗日のうち γ 日は Q前より小にして，市-r 日が大であるとし，

なお自然流量の平均流量に対する不足もしくは過剰率を R とす

れば次式を得る。

Q鳳-2:;;"Q 
一一

"も

R= 2:;~(I- ~ )=2:;:-.(合一 1)
ゆえに調整池の所要容量Vは

V=24X3600RQm 

2 1 日中の負荷の変動に対応しようとするもの。

(1) 完全調態池与えられた負荷率に対し， 過不足なく完全

に水の利用をなし得る容量を有する調整池を完全調整池という。

このような調整池の容量を平均負荷(平均使用水量)に対する継

続時間 T鯛で表わすと

Tm = 6(十一 l)h. ただし負荷率向ト1.0 の場合
T m =24 (1-f) 2ん ただし負荷率 j=0.0-0. 5 の場合

V=3600TmQ 

ここに Q= 使用水量

(2) 不足調整池地形的の関係から，与えられた負荷率に対

し十分な容量を有しない調整池を不足調獲池という。 p を使用

水量による出力と最大出力との比とし，調整池の容量を p の継

続時間 T. で表わす と

6(I-p)' 
=モキ4ニ与「ん ただし負荷率 j=0.5- 1.0 の場合
p(l-J) 

T.=誕午Eとただし負荷率向日 5 の場合

ちょうせんの

V=3600 T ,Q 

(3) 逆調整池 使用水量:の調整を行う発電所の F流では，調

整作用によって河川の自然、流量に変動を生ずる。この影響を除

くか，または軽くするために発電所の直下洗，もし く は適当な

箇所に池を設け，調整によって滅じた水量はこの池から補給し，

また治した水量は一時この池に溜めて逆調整作用を行わしめる。

かかる設備を逆調整池という。(別所多店次)

ちょう せんのてつどう 朝鮮の鉄道

l 創設時代

朝鮮において，鉄道の建設計画がはじめて具体的に着手され

たのは明治 25 年 ( 1892) で，当時わが国には大陸発展の第一歩

として ， 京釜鉄道建設の気速がじょう成されていた。政府は鉄

道技師河野天瑞を派逃して，京成 ・ 釜山間の線路を予測させた。

その後日消の国交通迫(ひっぱりするにおよび，わが国は朝鮮

鉄道建設の必要を認め，朝鮮朝野に運動し，京釜 ・ 京仁岡鉄道

の敷設を計画したが，いずれも具体化するに至らなかった。し

かるに日消両国の関係が最怒の事態に達し， ついに明治 27 ・ 8 ・

1 (1894) 宣戦が布告されるにおよんで，朝鮮の鉄道建設は急速

に具体化することとなった。すなわちわが国は寧事行動の必要

上，京主主 ・ 釜山間および京滅 ・ 仁川聞に急きょ軍用鉄道を敷設

することを決意し，大本営は鉄道技師仙石貫を派し建設に当ら

しめたが，戦局は予約j したよりも早くわが1lIの勝利に帰し，終

局に対する見通しもついたので軍用鉄道を建設する必要がなく

なり，その計画は見送られることになった。

日消戦争のぼっ発によ って刺激された朝鮮の為政者は，内政

局I}新の要をさとり ， なかんずく鉄道の建設については最も急務

であるこ とを認めたが，財源が乏

ししその建設資金制固にもと 、 Ji f/ ソ
めようとした。そこでわが国は国 '--H 誠司\\ I 蓮

..... 、、 B 測ヲ柄、円1

防上，また経済上の見地からわが 品戸Xh J ‘ 

国力をもって敷設しようとれ. r-í子主/ド
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